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【事業の成果】

【反省点・課題】

【改善の方向性】

見直しの余地あり 最終評価確認者： 健康推進室長　駒谷 みどり
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総合判定
　地域での健康づくりの活動支援として、「健康づくり応援隊養成講座」を関南部地区で開催し、14名が修了した。平成
24年度・平成25年度に開催した地区では地域で健康体操を定期的に行うなど、地域が主体となった健康づくり活動が
継続されている。
　また、「健康づくりのための料理講習会」は、開催回数を増やし、また、トレーニング機器を利用した運動のきっかけづ
くりとして、トレーニング室用説明会を開催し、昨年度に比べ参加者の増加がみられたことから、市民の健康意識の向
上に繋がった。

Ｂ
まずまず進んだ

　健康づくり応援隊養成講座は、地域が主体となった健康づくり活動の普及を図る手法として効果的なものの、労力がかかるため複数
地区で同時に行うことは難しく、全市に展開することが難しい。
　トレーニング室の開放については、運動のきっかけ作りとして一定の効果を挙げているものの、市内に類似または競合するサービス
や施設が、民間・公設ともに存在しており、トレーニング室設置当初と状況が変化していることから、運営方法の見直しを行う必要があ
る。

　地域が主体となった健康づくり活動の全市的な展開については、みんな健康プロジェクトでの検討結果を踏まえてしくみづくりを進め
ていく。なお、健康づくり応援隊養成講座もそのしくみの一環として、活用していく。
　トレーニング室の運営にあたっては、機能や役割が重複する他の運動施設や、総合保健福祉センター内の他の施設とのバランスも
考慮しながら、運営の方向性を検討する。

事業目的の妥当性： 見直しの余地あり 有効性：

総人件費 2,653
総コスト 4,951

一般財源 755 309
再
掲

翌年度への繰越額

前年度からの繰越額

⑤　/　⑥
地方債 受益者負担額

国庫支出金 所要人員 0.34

人
件
費

総人件費 2,653
事業費 2,744 2,298 一般職員人件費 2,517
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年度計画 年度実績
  ・食生活改善推進協議会による伝達講習
    健康づくりのための料理講習会(あいあいで開催）：延4回、91人参加
    地域での料理講習会：延17回、296人参加
  ・地域の健康づくり活動の人材育成
　　健康づくり応援隊養成講座：関南部地区　6回シリーズ　 延71人
     講座実施後の健康づくり活動 　2地区で継続
　・あいあい祭り （10月19日）での啓発
　　食生活改善推進協議会による減塩予防啓発
     親子歯科検診 、口腔内細菌チェック、がん予防啓発　等
  ・トレーニング室開放事業
　　トレーニング室利用者数　23,818人
　　トレーニング室利用説明会　24回　62人
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計画額 予算額 決算額

県支出金 136

平均給与額×③

その他 1,989 1,989 受益者負担率 0.0%

②

あいあいで開催した講習会の参加者数 実績値 66 74 91
単位 人 人 人
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①

名称 健康づくりのための料理講習会参加者数 計画値

補足

回

補足
実績値
単位

名称 計画値
③
指
標

２４ 年度 ２５ 年度 ２６ 年度

活
動

①

名称 健康づくりのための料理講習会開催数 計画値

補足
食生活改善推進協議会が行う市民伝達講習会の開催数 実績値 3 3 4

単位 回 回

基本施策 01:健康づくりの推進 款 衛生費
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目
的
・
概
要

対象 市民

亀山市食育推進・健康増進計画に基づき、地域の健康づくりの活動を支援していき、市民の健康づくりの意識の向上につなげる。

Ｈ26(標準事業)

①
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事業コード 事業名 部名 健康福祉部

04005-1 健康づくり事業 室名 健康推進室

施策の方向 02:健康づくり支援体制の充実 項 保健衛生費

戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 保健衛生総務費

施
策
体
系

基本施策の大綱 03:健康で自然の恵み豊かな環境の創造 財
務
科
目

会計 一般会計


